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脳組織づくりの原理を探る研究

研究概要 研究のプロセス・研究事例

　発生過程の脳組織では、ニューロンを作る元となる神経前駆細胞が決

められた時期に正しい数と種類の細胞を産生し、やがて機能的な脳が作

り上げられます。多様でダイナミックな細胞集団から成る脳組織は、どの

ように細胞たちを統制し、秩序立った組織形成を可能にしているので

しょうか。本研究では、細胞の形・動き・力に着目し、主にマウスの脳を対

象として、スライスカルチャーシステムを用いたタイムラプスイメージン

グや、子宮内エレクトロポレーション法を用いた遺伝子導入などの技術

を駆使しながら、脳組織づくりの原理を探ります。

細胞の形と動きの意義を問う：

　発生過程の脳に存在する細胞たちはそれぞれ特徴的な形態をもち、各々

に異なる挙動を示します。これらの形や動きが脳組織形成においてどのよ

うな意義をもつのか、これまでの研究からは、神経前駆細胞の長く伸びた

形態が、核移動を効率化し混雑を防ぐことで正しい脳組織づくりに貢献し

ていることを明らかにしました（Okamoto, 2013, Nature Neuroscience）。

さらに、脳のサイズや形の異なるマウスとフェレットを比較することによ

り、その組織環境や神経前駆細胞の挙動に違いがあることを見つけました

（Okamoto, 2014, Neuroscience Research）。細胞の形と動きの観察を通

して、脳組織形成の秩序をもたらすしくみの解明を目指します。

脳発生に寄与する物理的な力の役割の解明：

　近年、物理的な力が発生や恒常性維持など、生体機能の制御に関わるこ

とが次々と明らかになってきました。発生過程の脳組織においても様々な

「力」が存在していることが予想できます。それらの「力」は脳発生にどのよ

うに寄与しているのか、力を感知するメカノセンサーチャネルの解析や組

織の力学計測、力学負荷実験などを通して、力が制御している脳発生の実

態とそのメカニズムを問います。
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